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第３章 人口減少と長寿化 
 
本町の⼈⼝は、平成 18 年（2006 年）の町村合併以前から減少傾向にあり、平

成 27 年（2015 年）には 18,312 ⼈となっています。 
また、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所による将来⼈⼝の推計は、平成 52 年

（2040 年）では 11,639 ⼈となっており、平成 27 年からさらに 3 割以上減少
することが予測されています。 

平均寿命は年々伸びることが予想され、平成 47〜52 年（2035〜2040 年）に
は、男性は 81.12 歳、⼥性は 88.74 歳になると予測されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所、国勢調査 

図 ５ ⼈⼝の推移と予測（南部町） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ 平均寿命推移と予測（⻘森県）  
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資料：国立社会保障・人口問題研究所
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